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名古屋　　 協会会報日　 豪
ニュージーランド

２０１８

迎  春
会長　林 芳行

新年明けましておめでとうございます

2018 年の年頭にあたり、当協会員の皆様のご支援とお力添え
に対し、改めて厚く御礼申し上げます。また本年も日本とオー
ストラリアおよびニュージーランドとの友好関係が、益々深
くなっていくことをお祈り申し上げます。
当協会の2017年活動実績として、7月に総会、9月に例会を開催、
11 月に名古屋大学主催リチャード・コート駐日大使講演会、
12 月に東邦高等学校主催中学生英語スピーチコンテストを後
援、12 月に全国日本ニュージーランド協会連合会総会へ参加、
12 月にクリスマスパーティを開催（名古屋姉妹友好都市協会
共催）が挙げられます。クリスマスパーティでは、ニュージー
ランド大使館よりピーター・ケル公使・総領事にご来場頂き、
盛大なイベントとなりました。
会員皆様のお力添えにより、2018 年は当協会設立 40 年を迎えます。過去を振り返り、設立
時の精神や先人の想いを受け継ぐと共に、我々を取り巻く環境の変化に対応出来る土台作
りが重要であり、2018 年は節目となる重要な一年になります。
また 2019 年に日本で開催されるラグビーワールドカップの試合会場として、地元、豊田ス
タジアムが選ばれました。このワールドカップにはオールブラックス（ニュージーランド）、
オーストラリア共に出場が決まり、当協会にとって意味深いイベントとなりそうです。こ
の一大イベントが盛況で成功に終るための準備期間として、当協会にとっても 2018 年は大
切な一年になります。
最後に、会員皆様の一層のご健勝とご多幸、そして当協会の発展を祈念し年頭の挨拶とさ
せて頂きます。
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内藤明人 前会長逝去
1987 年より長きに亘り、名古屋日豪ニュージーランド協会
会長としてご尽力頂いたリンナイ株式会社 元代表取締役会
長 内藤明人氏（本名進）が 2017 年 3 月 20 日に満 90 歳で逝
去されました。5 月 26 日、ウエスティンナゴヤキャッスル
にて「お別れの会」が開催され約 1,700 名が来場、ニュージー
ランド大使館よりスティーブン・ペイトン大使と宮崎智世エ
グゼクティブオフィサー、大村秀章愛知県知事、中部財界の
多くの方々、また当協会の皆様にもご来場頂きました。心よ
り御礼申し上げます。

訃報・内藤会長を偲んで
平成 29 年 3 月 20 日に内藤明人会長が旅たたれました。ここに謹んでご冥福をお祈り
申し上げます。内藤会長とお目にかかりましたのは、昨年のクリスマスパーティで開
会の挨拶をされましたお姿が今生の別れとなり、只々一朝之患の悲しみで一杯です。
在りし日、内藤明人会長とお目にかかる度に世界観とグローバリゼイションの理念を
拝聴いたしました。その崇高な知識は多くの方に影響を与え、私もその一人です。
39 年前の 1978 年 12 月、名古屋日豪ニュージーランド協会は設立し、内藤明人会長は
1983 年に理事、1987 年に会長に就任されました。内藤明人会長の理念として、協会の
目的は「青少年の育成」を主とし、またこの地方を訪れるオーストラリアやニュージー
ランドの人達との交流を推進する事でした。まず名古屋とメルボルンの学生の相互留
学交換制度をスタートさせました。メルボルンからの 39 名、名古屋の高校からの 39
名は 1年間相互留学し、文化、生活習慣、言葉等を学び、今では各界で活躍しております。
社業の世界戦略を目指す内藤明人イズム「品質こそ我が命」のモットーとボーダーレ
スは、国際交流と基本が同じである事を学びました。それは社業の社是「和・氣・眞」
に通ずるもので、社会に奉仕する事と相手を思いやり、力を合わせる事は国際的経営
者の重要な要素であるとも学びました。
内藤明人会長の趣味は車で、ルノーのカラべルに令夫人を乗せ「慕情」のシ―ンを実
現されました。その表情は優しく、また麻雀が健康のバロメーターとのことで、私も
たびたび興じさせていただきました。その時の表情は重鎮である会長ではなく一人の
雀師でした。「ご健康を取り戻したら再び麻雀にお誘いください」との約束は果たせず、
お別れとなりました。
内藤明人会長の壮大な夢は「日本の山紫水明」、日本の水資源を生かせないかと度々相
談を受けました。そして「内藤明人会長が 100 歳現役で目標を達成しましょう」との
約束も果たせず、彼岸の世界へ旅立ちました。
内藤明人会長が残してくださった大いなる国際交流の遺産は全国に広がり、今後も間
違いなく引き継がれます。内藤明人会長のご功績に深甚なる敬意を表し、心からご冥
福をお祈りいたします。　　　　　　　　　　　　　　　合掌　　副会長　足立英雄

故内藤明人前会長
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2017 年度総会開催
2017 年 7 月 26 日（水）、名鉄ニューグランドホテルにて 2017 年度総会が開催されました。
総会には会員 23 名が出席、足立副会長が議長となり議事進行し、会則改定、役員改選、
前期実績および決算報告、次期事業計画および予算が万場一致で決議されました。内
藤明人前会長逝去により空席となっていた会長には、リンナイ株式会社 代表取締役会
長 林芳行氏（本名謙治）が選出されました。協会の更なる活性化と変化への対応を目
的に、多くの方々が理事へ招聘されました。また例会やクリスマスパーティの開催など、
今年度の事業計画が承認されました。会議終了後は懇親会が開催され、美味しい食事・
お酒で楽しい一時を過しました。

新役員が決定（2017-2018 年度）
2017 年 7 月 26 日の総会にて役員が選出され、理事会にて林芳行氏が新たに会長とし
て選出されました。2017-2018 年度の役員は以下の通りです。
（敬称略、五十音順）
　　　　顧　　問　　大村　秀章　　愛知県知事
　　　　顧　　問　　河村たかし　　名古屋市長
　　　　顧　　問　　古田　　肇　　岐阜県知事
【新任】会　　長　　林　　芳行　　リンナイ株式会社　代表取締役会長
　　　　副 会 長　　足立　英雄　　名古屋テレビ社友　元報道記者
【新任】理　　事　　鮎澤　多俊　　東大手法律事務所　弁護士
【新任】理　　事　　岡谷　篤一　　岡谷鋼機株式会社　代表取締役社長
【新任】理　　事　　榊　　直樹　　学校法人東邦学園　理事長
【新任】理　　事　　冨成　義郎　　東邦ガス株式会社　代表取締役社長
　　　　理　　事　　豊島　半七　　豊島株式会社　代表取締役社長
　　　　理　　事　　羽柴千都子　　元南山大学国際課コーディネーター
　　　　理　　事　　盛田　淳夫　　敷島製パン株式会社　代表取締役社長
【新任】監　　事　　伊藤　　正　　五洋海運株式会社　代表取締役社長
　　　　事務局長　　安藤　厚史　　リンナイ株式会社　総務部

総会 懇親会 懇親会



（4）

林会長就任挨拶
この度、名古屋日豪ニュージーランド協会の会長に就任致しました林芳行です。どう
ぞ宜しくお願い致します。就任に当り、1987 年から 30 年間、当協会の発展にご尽力
されました故内藤明人前会長、足立英雄副会長に心より御礼申し上げます。当協会は
1978 年、初代会長の三宅重光氏（前ＪＲ東海会長）を筆頭に発足し、今年 40 周年を
迎える歴史ある協会です。鮒谷賢太郎 2 代会長（前中部国際コンサルタント所長）、内
藤明人 3 代会長（前リンナイ会長）に続き 4 代会長に就任した訳ですが、先人の功績
は大きく身の引き締まる思いです。今回、私を含め 6 名が新たに役員に就任するわけ
ですが、諸先輩方々に少しでも追いつける様、役員間の連携を図り、会員皆様のお知
恵を拝借し、ご協力を仰ぎながら、当協会の更なる発展に努めて参りたいと思ってお
ります。当協会の活動を通し、日本とオーストラリアおよびニュージーランドの三国
間の友情が一層深まること、また会員皆様のご健康とご活躍をお祈りし、就任の挨拶
とさせて頂きます。

リチャード・コート氏　駐日オーストラリア大使に着任
2017 年 4 月、リチャード・コート氏が駐日オーストラリア大使に着任されました。コー
ト氏は 1993－2001 年の間、西オーストラリア州首相を務め、政界を去った後は資源投
資戦略コンサルタンツやオーストラリア聖公会パース教区、西オーストラリア州オリ
ンピック・チーム・アピール等、政府民間の両方でいくつかの要職を経験されました。
コート氏は西オーストラリア大学で商学士号を取得しています。また 2008 年、日豪関
係拡大への類まれなる貢献を称えられ、旭日重光章を受章し、西オーストラリア州と
その地域社会への奉仕に対して、オーストラリア勲章も授与されました。
前任のブルース・ミラー駐日オー
ストラリア大使は、コート氏と交
代で任期満了により退任されまし
た。ミラー氏は 2011 年に着任以降、
日本におけるオーストラリアの国
益増進に並外れた貢献を果たされ、
弊協会のクリスマスパーティにも
来賓としてご来場頂きました。こ
こに改めてミラー氏に御礼を申し
上げます。 リチャード・コート大使 ブルース・ミラー前大使
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名古屋大学主催
リチャード・コート駐日大使講演会へ後援

2017 年 11 月 14 日（火）、名古屋大学にてリチャード・コート駐日オー
ストラリア大使が「インド太平洋時代におけるリーダーシップスキ
ル」と題し講演されました。ご自身の経験を踏まえて、グローバル
な時代に必要なスキルやオーストラリアと日本を取り巻く国際情勢
についてお話されました。弊協会員数名を含め約 90 名が聴講、講
演の後、活発的な質疑応答が行われ、大変有意義な講演会となりま
した。

ニュージーランド新首相にアーダーン氏
2017 年 9 月、ニュージーランドで総選挙が行われ、その後の政党間協議を経て 10 月
26 日に新政権が誕生しました。新政権は労働党とニュージーランド・ファースト党の
連立政権および、閣外協力を得たアオテアロア・ニュージーランド緑の党の 3 党の閣
僚から構成されています。この連立政権を率いる新首相には、37 歳の若さで就任した
ジャシンダ・アーダーン労働党党首です。アーダーン首相は、この150年間でニュージー
ランド最年少、3人目の女性首相となります。

例会開催
2017 年 9 月 29 日（金）、名鉄グランドホテルにて
例会が開催されました。今回の例会は個人会員を
対象とし、林会長はじめ計 13 名が参加されました。
協会運営に対する意見や提案など会員皆様の協会
への想いが飛び交い、大変有意義な例会となりま
した。会議終了後、懇親会が開催され、協会の昔
話など懐かしい話で盛り上がりました。
会員の意見（抜粋、順不同）
・若者や外国人に入会して欲しい
・楽しく面白い協会にしたい
・若者によるイベント企画が必要である
・イベントを成功させるには会員の協力が不可欠である　　など

例会
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サッカー オーストラリア代表が来日
2017 年 8 月 31 日（木）、埼玉スタジアムにてワールド杯ロシア大会アジア最終予選が行われま
した。過去ワールド杯予選では一度も勝てなかったオーストラリア代表を相手に、日本代表が
初めて 2 対 0 のスコアで勝利し、日本は 6 大会連続 6 回目の 2018 ワールド杯ロシア大会の出
場を決めました。
なおオーストラリア代表はアジア第 5 位となり、北中米カリブ海予選 4 位のホンジュラス代表
と大陸間プレーオフを 11 月に行いました。この決戦でオーストラリア代表は、得失点差によ
りホンジュラス代表に勝利、通算 5回目の 2018 ワールド杯ロシア大会出場を決めました。

サッカー ニュージーランド代表が来日
2017 年 10 月 6 日（金）、豊田スタジアムにてキリンチャレンジカップ 2017
が開催されました。ニュージーランドより All Whites※（ニュージーランド
代表）が来日し、日本代表と激戦の末、日本が 2対 1のスコアで辛勝しました。
来賓としてニュージーランド大使館よりピーター・ケル公使・総領事が来場
され、生憎の雨天の中、試合終了まで観戦されました。
ワールド杯ロシア大会予選において、ニュージーランド代表はオセアニア第
1 位となり、南米予選 5 位のペルー代表と大陸間プレーオフを行いましたが、
残念ながら通産 3回目のワールド杯出場はなりませんでした。
※上下白のユニフォーム色からオールホワイツ（All Whites）というニックネームで呼ばれて
います。

全国日本ニュージーランド協会連合会　東京大会開催
2017 年 12 月 1 日（金）、全国日本ニュージーランド協会連合会の理事会および総会が、日・豪・
ニュージーランド協会主催で東京八重洲の会議室で開催されました。連合会総会は 2015 年の
札幌大会から 2 年振りの開催となり、全国の加盟協会 21 協会のうち 10 協会が参加し、議案が
審議されました。今回は 7 つの議案があり、規約改定、役員改選、前期事業報告および決算、
次期事業計画および予算、次期総会開催地が万場一致で決議されました。故内藤明人会長（名
古屋）に代り、新たに奥洞恵子氏（飛騨高山）が会長に選出され、事務局も当名古屋協会から
他協会へ移管されます。会議終了後にニュージーランド大使館（東京渋谷区）にて総勢 50 余
名での懇親会が開催されました。なお弊協会からも連合会の役員が選出されました。
全国日本ニュージーランド協会連合会役員（関係分のみ）
・連合会副会長　足立英雄（名古屋協会副会長）
・連合会理事　　林　芳行（名古屋協会会長）

ピーター・ケル公使
総領事

総会 ペイトン大使挨拶 懇親会
（女性：宮崎智世エグゼクティブオフィサー、最右：ペイトン大使）
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2017 年クリスマスパーティ開催
名古屋姉妹友好都市協会との共催 2017 クリスマスパーティが、2017 年 12 月 6 日午後 6時より
名鉄ニューグランドホテルにて開催されました。ご来賓として、ピーター・ケル公使・総領事
（ニュージーランド大使館）、浅田努主幹（愛知県知事代理）、伊藤毅課長（名古屋市長代理）
らがご来場され、また鳥巣義文南山大学長はじめ総勢 99 名が参加する賑やかなパーティとな
りました。
主催者代表として林芳行会長の挨拶を皮切りに、ケル公使による来賓挨拶、浅田主幹の乾杯音
頭と続き、会員同士の懇親、楽しい会食が始まりました。ケル公使から今年一年を振り返りと
題し、イングリッシュ前首相の来日、TPP について、ニュージーランド政権交代の 3 件につ
いてお話がありました。また今年のパーティには、桜花学園大学・成田弘成教授および名古屋
外国語大学・小林洋哉教授それぞれのゼミナールに所属する学生さんが参加され、多くの若者
達の姿が見られました。
今年のエンターテイメントは、「クリスマスを彩る音楽の夕べ」と題し、ヨーロッパで活躍す
るドイツ在住のオペラ歌手・AZUSA DODO（百々あずさ）さん、演奏は名古屋音楽学校講師
の肩書きを持つピアノ演奏家・丸山晶子さんによるコンサートでした。丸山さんのピアノ演奏、
AZUSA さんの歌声が会場に響き渡ると、その素晴らしさに参加者全員が静まりかえり、その
歌声に酔いしれました。また特別ゲストとして、アカペラコーラスグループ・シャドウズ＋（プ
ラス）が出演、アマチュアとは思えない歌声を披露し、会場では大歓声が起こりました。
エンターテイメントの締めくくりは、参加者全員による第九（ベートーヴェン第 9 交響曲第 4
楽章「歓喜」）合唱です。ケル公使はじめご来賓、林会長、足立副会長、その他有志が舞台に上がり、
第九の合唱が始まりました。参加者個々が大きな歌声を披露する形で合唱が終了しました。
参加者の懇親が深まると共にパーティも終盤となり、伊藤課長（兼名古屋姉妹友好都市協会事
務局長）が閉会挨拶、来年の運試しとして福引大会でパーティが締めくくられました。幾つか
の団体より多くの賞品が提供され、参加者は満足げに賞品を手にし会場を後にしました。
賞品提供団体・個人（順不同）
ニュージーランド大使館様、名古屋フィルハーモニー交響楽団様、中部国際空港様、岡谷鋼機様、
豊島様、五洋海運様、ニューサウスウェールズ州政府観光局様、ジェットスター様、チェスク
ラブ様、AZUSA様、松田謙三様、足立英雄様、リンナイ

林会長挨拶 足立副会長挨拶 ケル公使ご来賓挨拶

懇親風景

フレンドリーなケル公使
AZUSA DODOさん熱唱 全員で第九を合唱
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東邦高等学校主催　第12回中学生
英語スピーチコンテストへ後援

2017 年 12 月 10 日（日）、東邦高等学校主催の中
学生を対象とした英語スピーチコンテストが開催
されました。当初 10 月 29 日（日）に開催される
予定でしたが、台風上陸による影響で 12 月 10 日
に延期されました。英語に強い関心を寄せる中学
生の日常の学習成果を発表する場を提供するもの
で、将来を担うグローバル人材
の育成に繋がる素晴らしいイベ
ントです。弊協会より「名古屋
日豪ニュージーランド協会長
賞」として賞状と賞品を提供し、
南山中学校の永坂綾菜さんが受
賞されました。おめでとうござ
いました。

足立副会長 会報制作責任者を勇退
長年、当会報の編集責任として尽力されました当
協会副会長の足立英雄氏が編集責任者を勇退され
ました。今までの功績を讃えると共に心より御礼
申し上げます。また今後は後方支援という形でご
指導を頂く予定です。足立副会長からの最後の挨
拶がありました。

足立副会長挨拶
協会設立の創刊号から 39 年間、全 113 号の編集
責任者として従事してきました足立から、編集業
務を協会事務局へ移行いたしました。長きに亘り
愛読の皆さまに感謝いたします。

前編集責任者　副会長　足立英雄

会員募集
弊協会に興味がある方、オーストラリアやニュー
ジーランドに興味がある方、在日オーストラリア
人やニュージーランド人の方々、その他外国人の
方（国籍問わず）がお見えでしたら是非ご紹介く
ださい。学生、社会人、老若男女問いません。
年会費　　一　般 …… ５,０００円／人
　　　　　学　生 …… ３,０００円／人
　　　　　法　人 … ５０,０００円／社
問合先　　協会事務局宛
ご連絡頂ければ早々に、お手続きについてご案内
致します。

皆様より記事を募集
（寄稿のお願い）

皆様より以下の寄稿をお待ちしております。
・オーストラリアやニュージーランドに関する体
　験談など
・会員の皆様からの連絡事項など
連絡先　　協会事務局宛

皆様の声をお聞かせください
会報をご覧になり、ご感想、ご意見、ご要望が御
座いましたら、是非皆様の声をお聞かせください。
「こうした方が良い」「こんな記事を載せて欲しい」
などお聞かせ頂ければ幸いです。
連絡先　　協会事務局宛

編集後記
皆様、明けましておめでとうございます。
会報の編集責任を、当第 114 号より事務局にて行
うこととなりました。前責任者である足立副会長
の後任として、事務局にて編集作業を引き継がさ
せて頂きます。会員皆様の声をお聞きし、情報を
取り入れ、「会報が変わった。会報が良くなった。」
とお褒め頂ける様、全力で作業を進めて参ります。
ご支援ご指導の程、宜しくお願い申し上げます。

新編集責任者　事務局長　安藤厚史

会員募集、寄稿、お問合せなど
全ての連絡先

住　所：〒454-0802
　　　　名古屋市中川区福住町２番26号
　　　　リンナイ株式会社内　
　　　　名古屋日豪ニュージーランド協会 事務局
ＴＥＬ：０５２（３６１）８４１５
ＦＡＸ：０５２（３６１）８８７７
メール： nonk@nagoya-janz.jp
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